






Adaptation of Environment Rating Scales
— Introduction of Practices in Ishikawa Prefecture and Correction 
of Two Mistakes in the Interpretation of Scales —
1 UZUHASHI Reiko　　2 YAMAMOTO Mariko
1 Department of Childhood Studies, Faculty of Contemporary Social Studies, 
Doshisha Womenʼs College of Liberal Arts, Professor








は 3 〜 5 歳、 3 歳未満の児童の集団保育の質を測定する、
『新・保育環境評価スケール① 3 歳以上』、『新・保育環
境評価スケール② 0 ・ 1 ・ 2 歳』を意味する。
　保育環境評価スケール（以下、評価スケール）とは「評














































































































































































































































































































































1 　新・保育環境評価スケール① 3 歳以上　法律文化社　
　　2016　
　　新・保育環境評価スケール② 0・1・2 歳　法律文化社
　　2018
　　新・保育環境評価スケール③考える力　法律文化社　
　　2019
　　新・保育環境評価スケール④放課後児童クラブ　法律
　　文化社 2019
　　「保育プロセスの質」評価スケール　明石書店　2016
　　「体を動かす遊びのための環境の質」評価スケール　
　　明石書店　2018
2 　いずれも2016年度に認定こども園に移行した。
3 　文部科学省の幼児教育の推進体制構築事業（平成28〜
30年度）の一つで、幼稚園、保育所、認定こども園等
を通して幼児教育の更なる質の向上を図るため、各
施設等を巡回して助言等を行う「幼児教育アドバイ
ザー」を育成し地方公共団体における幼児教育の推進
体制を構築するための調査研究を行い、その成果を普
及することを趣旨として開始された。
4 　石川県では、2012年よりすでに保育現場の保育の質向
上に向けて「保育現場実践力向上事業」が実施されて
いた。この事業は、より多くの保育者が参加できるよ
うに研修の機会を増やし、市町・公私立の区分なく主
体的に学びあう場を創出し、現場における保育実践力
並びに保育者の質の向上を図ることを目的としたもの
であった。この事業においても山本はスケールの使用
を提案し、実施した。
『保育環境評価スケール』の運用について 109
